
 

東京工業大学社会工学科修士課程修了後、トヨタ自動車販売入社。  

同社より米国ノースウエスタン大学経営大学院に留学。帰国後、海外市場のマーケティング、経営コン

サルティング業務等に従事。 

その後、外資系投資会社の取締役を経て、1982年米国系ベンチャー・キャピタル、パシフィック・テクノロ

ジー・ベンチャーズ（株）創設に参画、同社代表取締役就任。1985年、英国シュローダー・グループとの

合弁会社、 シュローダー・ピーティーヴィ・パートナーズ（株）を設立、同社代表取締役就任（99年に社名

をシュローダー・ベンチャーズ株式会社へ改名、現株式会社MKSコンサルティング）。2002年7月に株式

会社MKSパートナーズ設立、代表取締役社長 CEO マネージングパートナー就任。 

1982 年の創業以来、欧米型のベンチャー・キャピタル投資を実行する第一人者として、その投資方針は

広く知られるところである。またバイアウト投資に関しても、日本の業界でのパイオニア的存在として、

これまでに数件の大型案件を手がけており、その実績は国内外の有数の機関投資家からも高く評価さ

れている。 
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